
05_物品・印刷製本契約・請書標準約款【新旧対照表】 

 

 

改正後 改正前 

○青森市物品供給契約標準約款   

○青森市物品修繕契約標準約款  

○青森市物品交換契約標準約款  

○青森市印刷製本請負契約標準約款 

 

（総則） 

第１条 発注者及び受注者は、この約款 （契

約書を含む。以下同じ。）に基づき、発注者が

提示した仕様書に従い、この契約（この契約書

を内容とする物品の供給契約をいう。以下同

じ。）を履行しなければならない。 

 

（発注者の催告によらない解除権）  

第１１条の２ 発注者は、受注者が次の各号のい

ずれかに該当するときは、直ちにこの契約を解

除することができる。  

⑴ ～ ⑺ （略）  

⑻ 受注者がこの契約に関して、次のいずれか

に該当したとき。  

イ 公正取引委員会が、受注者又は受注者を

構成員に含む事業者団体に違反行為があっ

たとして私的独占の禁止及び公正取引の確

保に関する法律（昭和２２年法律第５４

号。以下「独占禁止法」という。）第４９

条に規定する排除措置命令（以下「排除措

置命令」という。）又は第６２条第１項に

規定する納付命令（以下「納付命令」とい

う。）を行い、当該命令が確定したとき

（受注者が当該排除措置命令の名宛人とな

っていない場合にあっては、当該排除措置

命令の名宛人に対する当該排除措置命令の

全てが確定したとき）。  

ロ 受注者が、公正取引委員会から受けた排

除措置命令又は納付命令について抗告訴訟

を提起した場合において、その訴えについ

ての請求を棄却し、又は訴えを却下する裁

判が確定したとき。  

ハ 受注者（受注者が法人の場合にあって

は、その役員を含む。）又はその使用人に

○青森市物品供給契約標準約款 

○青森市物品修繕契約標準約款 

○青森市物品交換契約標準約款 

○青森市印刷製本請負契約標準約款 

 

（総則） 

第１条 発注者及び受注者は、この契約書（約

款 を含む。     ）に基づき、発注者が

提示した仕様書に従い、この契約（この契約書

を内容とする物品の供給契約をいう。以下同

じ。）を履行しなければならない。 

 

（発注者の催告によらない解除権）  

第１１条の２ 発注者は、受注者が次の各号のい

ずれかに該当するときは、直ちにこの契約を解

除することができる。  

⑴ ～ ⑺ （略）  

⑻ 受注者がこの契約に関して、次のいずれか

に該当したとき。  

イ 公正取引委員会が、受注者                   

           に違反行為があっ

たとして私的独占の禁止及び公正取引の確

保に関する法律（昭和２２年法律第５４

号。以下「独占禁止法」という。）第４９

条に規定する排除措置命令（以下「排除措

置命令」という。）又は第６２条第１項に

規定する納付命令（以下「納付命令」とい

う。）を行い、当該命令が確定したとき 

                          

                     

                                                                                           

           。  

ロ 受注者が、公正取引委員会から受けた排

除措置命令又は納付命令について抗告訴訟

を提起した場合において、その訴えについ

ての請求を棄却し、又は訴えを却下する裁

判が確定したとき。  

ハ 受注者（受注者が法人の場合にあって

は、その役員を含む。）又はその使用人に
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改正後 改正前 

対する刑法（明治４０年法律第４５号）第

９６条の６若しくは第１９８条の罪又は独

占禁止法第８９条の罪を犯し、刑に処せら

れたとき。  

⑼ 受注者が次のいずれかに該当するとき。  

イ 役員等（受注者が個人である場合にはそ

の者その他経営に実質的に関与している者

を、受注者が法人である場合にはその役

員、その支店又は常時物品供給の契約を締

結する事務所の代表者その他経営に実質的

に関与している者をいう。以下この号にお

いて同じ。）又はその使用人が、暴力団又

は暴力団員であると認められるとき。  

（削除） 

 

ロ 役員等が、自己、自社若しくは第三者の

不正の利益を図る目的又は第三者に損害を

加える目的をもって、暴力団又は暴力団員

を利用するなどしていると認められると

き。  

ハ 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して

資金等を供給し、又は便宜を供与するなど

直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運

営に協力し、若しくは関与していると認め

られるとき。  

ニ 役員等が、暴力団又は暴力団員であるこ

とを知りながらこれを不当に利用するなど

していると認められるとき。 

ホ 役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的

に非難されるべき関係を有していると認め

られるとき。  

ヘ 下請契約又は資材、原材料の購入契約そ

の他の契約に当たり、その相手方がイから

ホまでのいずれかに該当することを知りな

がら、当該者と契約を締結したと認められ

るとき。  

ト 受注者が、イからホまでのいずれかに該

当する者を下請契約又は資材、原材料の購

入契約その他の契約の相手方としていた場

対する刑法（明治４０年法律第４５号）第

９６条の６又は  第１９８条の規定によ

る刑が確定した                 

  とき。  

⑼ 受注者が次のいずれかに該当するとき。  

イ 受注者（受注者が法人の場合にあって

は、その役員を含む。以下この号において

同じ。）                                                    

                                                      

                    

                    

        又はその使用人が    

 暴力団員であると認められるとき。  

ロ 暴力団又は暴力団員が経営に実質的に関

与していると認められるとき。  

ハ 受注者が 自己、自社若しくは第三者の

不正の利益を図る目的又は第三者に損害を

加える目的をもって、暴力団又は暴力団員

を利用するなどした  と認められると

き。  

ニ 受注者が 暴力団又は暴力団員に対して

資金等を供給し、又は便宜を供与するなど

直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運

営に協力し、若しくは関与していると認め

られるとき。  

                                                 

          

 

ホ 受注者が 暴力団又は暴力団員と社会的

に非難されるべき関係を有していると認め

られるとき。  

ヘ 下請契約又は資材、原材料の購入契約そ

の他の契約に当たり、その相手方がイから

ホまでのいずれかに該当することを知りな

がら、当該者と契約を締結したと認められ

るとき。  

ト 受注者が、イからホまでのいずれかに該

当する者を下請契約又は資材、原材料の購

入契約その他の契約の相手方としていた場
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改正後 改正前 

合（ヘに該当する場合を除く。）に、発注

者が受注者に対して当該契約の解除を求

め、受注者がこれに従わなかったとき。 

 

（協議事項） 

第１４条 この約款 に定めのない事項又は疑

義が生じた事項については、発注者と受注者と

が協議して定めるものとする。 

合（ヘに該当する場合を除く。）に、発注

者が受注者に対して当該契約の解除を求

め、受注者がこれに従わなかったとき。 

 

（協議事項） 

第１４条 この契約書に定めのない事項又は疑

義が生じた事項については、発注者と受注者と

が協議して定めるものとする。 
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改正後 改正前 

○青森市物品供給請書標準約款 

○青森市物品修繕請書標準約款 

○青森市印刷製本請負請書標準約款 

 

（総則） 

第１条 市が提示した仕様書に従い、この約款

（請書を含む。以下同じ。）に基づき、この契

約（この請書を内容とする物品の供給契約をい

う。以下同じ。）を誠実に履行することを約束

します。 

 

（催告によらない契約の解除） 

第１１条 次の各号のいずれかに該当するとき

は、直ちにこの契約を解除されても異議はあり

ません。 

⑴ ～ ⑺ （略）  

⑻  次のいずれかに該当するとき。  

イ 役員等（受注者が個人である場合にはそ

の者その他経営に実質的に関与している者

を、受注者が法人である場合にはその役

員、その支店又は常時物品供給の請負契約

を締結する事務所の代表者その他経営に実

質的に関与している者をいう。以下この号

において同じ。）又はその使用人が、暴力

団又は暴力団員であると認められるとき。 

（削除） 

 

ロ 役員等が、自社若しくは第三者の不正の

利益を図る目的又は第三者に損害を加える

目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用

するなどしていると認められるとき。  

ハ 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して

資金等を供給し、又は便宜を供与するなど

直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運

営に協力し、若しくは関与していると認め

られるとき。  

ニ 役員等が、暴力団又は暴力団員であるこ

とを知りながらこれを不当に利用するなど

していると認められるとき。 

○青森市物品供給請書標準約款 

○青森市物品修繕請書標準約款 

○青森市印刷製本請負請書標準約款 

 

（総則） 

第１条 市が提示した仕様書に従い、この請書

（約款を含む。     ）に基づき、この契

約（この請書を内容とする物品の供給契約をい

う。以下同じ。）を誠実に履行することを約束

します。 

 

（催告によらない契約の解除） 

第１１条 次の各号のいずれかに該当するとき

は、直ちにこの契約を解除されても異議はあり

ません。 

⑴ ～ ⑺ （略）  

⑻  次のいずれかに該当するとき。  

イ 自ら、役員                                                                                       

                                                   

                      

                      

                              

                       

         又はその使用人が   

  暴力団員であると認められるとき。  

ロ 暴力団又は暴力団員が経営に実質的に関

与していると認められるとき。  

ハ 自ら、  自社若しくは第三者の不正の

利益を図る目的又は第三者に損害を加える

目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用

するなどした  と認められるとき。  

ニ 自ら、  暴力団又は暴力団員に対して

資金等を供給し、又は便宜を供与するなど

直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運

営に協力し、若しくは関与していると認め

られるとき。  
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改正後 改正前 

ホ 役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的

に非難されるべき関係を有していると認め

られるとき。  

ヘ 下請契約又は資材、原材料の購入契約そ

の他の契約に当たり、その相手方がイから

ホまでのいずれかに該当することを知りな

がら、当該者と契約を締結したと認められ

るとき。  

ト 自ら、イからホまでのいずれかに該当す

る者を下請契約又は資材、原材料の購入契

約その他の契約の相手方としていた場合

（ヘに該当する場合を除く。）に、市から

当該契約の解除を求められたにもかかわら

ず、従わなかったとき。 

 

（協議事項） 

第１４条 この約款に定めのない事項又は疑義

が生じた事項については、当事者間で協議して

定めるものとし、協議が整わない場合は、市の

決定に従います。 

ホ 自ら、  暴力団又は暴力団員と社会的

に非難されるべき関係を有していると認め

られるとき。  

ヘ 下請契約又は資材、原材料の購入契約そ

の他の契約に当たり、その相手方がイから

ホまでのいずれかに該当することを知りな

がら、当該者と契約を締結したと認められ

るとき。  

ト 自ら、イからホまでのいずれかに該当す

る者を下請契約又は資材、原材料の購入契

約その他の契約の相手方としていた場合

（ヘに該当する場合を除く。）に、市から

当該契約の解除を求められたにもかかわら

ず、従わなかったとき。 

 

（協議事項） 

第１４条 この請書に定めのない事項又は疑義

が生じた事項については、当事者間で協議して

定めるものとし、協議が整わない場合は、市の

決定に従います。 

 


